
「北東アジアにおける地域構造の変容：越境から考察する共生への道」開催のご報告 

 

平成 30年 9月 22、23日に国立民族学博物館において人間文化研究機構ネットワーク型

基幹研究プロジェクト地域研究推進事業「北東アジア地域研究」主催により、国際シンポジ

ウム「北東アジアにおける地域構造の変容：越境から考察する共生への道」（Regional 

Structure and Its Change in Northeast Asia: In Search of the Way to Coexist from the 

Point of View of Transborderism）を開催いたしました。参加者も 73名を数えました。 

北東アジア地域研究プロジェクトが 3 年目を迎えた今年は本事業の折り返しの年に当た

り、本シンポジウムは成果の中間報告に位置づけられます。北東アジア地域研究 6 拠点が

一堂に会し、それぞれがセッションを組織いたしました。 

民博拠点は連携拠点である歴博とともに第１セッション  “Long-Term History on 

Ecological-Cultural Diversity in Northeast Asia” を担当しました。 

 

 


